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毎月10日・25日

福岡県遠賀郡
水　巻　町　発　行

真夏の太陽のもと好プレー絞出
⑫　楽　しか　っ　た少年野球大会　⑪

真夏の太陽のもと、8月20日から4日間、

町内各地区から22チーム300余名の選手を

集めて、少年野球大会が開かれました。

年ごとに盛んになっていくこの大会も今年

で10回目、夏休みの少年たちにとって欠かせ

ない年中行事となりました。

昨年は、小・、中学生の部とも頃末地区が優

勝旗を手中におさめ、今年もと、連ばなるか

が注目の的でしたが、小学生の部では、この

頃末Ａチームが初戦で敗れるなど、波乱にと

んだ試合の中で、頃未Ｂチームと下二二チーム

が勝ち進みました。決勝戦は、下二チームが

猛打をふるい、投手の小幡君がよく頃末の打

線を押さえ、初優勝を飾りました。

又、中学生の部では予想どおり投打にバラ

ンスのとれた頃末地区がみごと連続優勝を遂

げました。

大会結果は次のとおりです。

◇小学生の部

優勝　下二　準優勝　頃末Ｂ

◇中学生の部

優勝　頃末　準優勝　下二町住

町の人口
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よ
り
．
よ
い
環
境
を
丁
－

悪
　
臭
　
規

町
　
内
　
全

水
巻
町
で
は
さ
き
に
騒
音
規
制
法
に

よ
る
騒
音
の
地
域
別
の
規
制
基
準
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
騒
音
と
な
ら
ん
で

住
民
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
も
つ

と
も
身
近
か
な
公
害
、
悪
臭
を
規
制
す

る
恋
臭
防
止
法
に
よ
る
規
制
地
域
に
全

域
が
指
定
さ
れ
、
地
域
ご
と
に
規
制
の

基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
悪
臭
防
止
法
に
よ
る
要
臭
に
つ

い
て
規
制
す
る
地
域
と
基
準
は
、
県
知

事
が
町
長
の
意
見
を
聞
い
て
行
っ
た
も

の
で
す
が
、
水
巻
町
は
別
図
の
の
よ
う

に
Ａ
、
Ｂ
雨
域
に
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
Ａ
区
域
は
一
般
の
生
活
区
域
、
Ｂ

区
域
は
町
内
の
農
振
地
区
と
し
て
お

制
　
地
　
域
　
を

域
　
に
　
指
　
定

り
、
又
、
こ
の
Ｂ
区
域
は
規
制
基
準
が

別
図
用
の
と
お
り
一
段
お
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
悪
臭
に
よ
る
被
害
は
も

っ
ぱ
ら
感
覚
的
被
害
に
と
ど
ま
る
も
の

で
、
住
居
地
に
接
し
て
い
な
い
地
区
住

民
の
日
常
生
活
に
直
接
影
響
を
与
え
な

い
臭
気
は
問
題
と
な
ら
な
い
点
が
考
慮

さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

こ
の
悪
臭
防
止
法
の
対
象
は
、
工
場

又
は
事
業
場
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
規

制
地
域
内
に
事
業
場
を
設
置
し
て
い
る

者
は
規
制
基
準
を
専
守
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
事
業
者
の
方
は
、
周
辺

の
住
民
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
十
分

の
注
意
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

県
は
、
社
会
福
祉
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
十
月
二
日
か
ら
乳
幼
児
の
医
療

費
の
無
料
化
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

－
交
通
安
全
運
動
－

＝
秋
の
全
国

9

月

2

1

日

～

3

0

日

九
月
二
十
一
日
か
ら
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

毎
年
全
国
一
せ
い
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
の
運
動
も
、
年
々
職
場
・
学
校
・
家

庭
に
定
着
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

水
巻
町
で
も
住
民
運
動
と
し
て
、
街

頭
指
導
や
施
設
の
点
検
、
安
全
教
育
な

ど
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
も
事
故
の
減

少
で
如
実
に
表
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
を
よ
り
い
っ
，

そ
う
な
く
す
た
め
に
も
住
民
の
万
々
の

ご
協
力
を
お
顔
い
い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
。

前
号
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の

軋
度
は
、
十
月
一
日
現
在
で
満

三
歳
未
満
児
（
昭
和
四
十
六
年

十
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳

幼
児
）
を
監
護
し
て
い
る
保
護

者
に
対
し
て
乳
幼
児
医
療
費
が

支
給
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
該
当
さ
れ
る
保
護
者
は
、

申
請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
手

続
き
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。
も
れ
な
く
手
続
き
を
さ
れ

地
、
松
栄
荘
団
地
、
苫
田
団
地

9

月

1

9

日

　

9

時

～

1

6

時

頃
末
、
机
、
古
賀
、
樋
口
、
猪
熊

二
社
区
、
古
賀
県
住
、
猪
熊
町
住
、

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

す
。
一
、
日
時
と
地
区

・

9

月

1

7

日

　

9

時

～

1

6

時

ま

立
屋
敷
ノ
伊
左
座
、
み
ず

も　れな　く　申請手続　を

☆乳幼児の医療費を支給☆

は
団
地
、
上
二
、
上
二
町
住

下
二
、
下
二
町
住
、
林
住
宅

・

9

月

1

8

日

　

9

時

～

1

6

時

吉
田
ノ
一
、
吉
田
ノ
二
、
吉
田
・
ノ

三
、
吉
田
区
、
緑
風
園
、
美
吉
野
団

ｒ

・

9

月

2

0

日

　

9

時

～

1

6

時

鯉
口
区
、
中
央
区
、
．
古
賀

区
、
梅
ノ
木
、
高
松
区
、
三

ツ
頭
区
、
高
住
社
宅
、
一
社

区
、
高
尾
区

指
定
さ
れ
た
日
に
手
続
き
の

で
き
な
い
方
は
9
月
1
7
日
か
ら

2
0
日
ま
で
の
う
ち
都
合
の
良
い

日
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
又
、
当
日
に
は
、
①
保
険

者
証
、
㊥
印
か
ん
、
を
持
参
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
世
帯

番
号
を
メ
モ
し
て
来
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
社
会
保
険
及
び
国

民
健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い

る
方
（
外
国
人
登
録
簿
に
記
載

賀

区
域
規　 制　 物　 質 基準値 （ＰＰＭ）

Ａ

区

域

ア　 ン　 モ　 ニ　 ア 1 ．0 以 下

メチルメルカブタン 0 ．0 0 2　 〃

硫　 化　 水　 素 0 ．0 2　 ′ン

硫 化　 メ　 チ　 ル 0 ．0 1 ク

トリ メチル ア ミン 0 ．0 0 5 ク

8

区

域

ア　 ン　 モ　 ニ　 ア 2 ．0　 ク

メチルメルカブタン 0 ．（船4 ク

硫　 化　 水　 素 0 ．0 6 ．シ

硫　 化　 メ　 チ　 ル 0 ．0 5　 ヶ

トリ メチ ル ア ミン 0 ．0 2　 ケ

ｒ

さ
れ
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
も
含
む
）
に
限
り
、
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。
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重
度
心
身
障
害
者

に
医
療
費
を
支
給

そ
の
た
め
に
も
判
定
を

県
は
、
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
の

医
療
費
支
給
制
度
に
伴
う
精
神
薄
弱
者

の
判
定
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

一
、
日
時
・
場
所

，

9

月

1

7

日

　

1

0

時

～

1

6

時

水
巻
町
民
会
館
（
精
神
薄
弱
者
〕

・

9

月

1

9

日

　

1

0

時

～

1

6

時

芦
屋
町
民
会
館
（
精
神
薄
弱
者
・
児
）

申
込
み
は
早
目
に

5
0
年
版
県
民
手
帳

県
は
、
お
な
じ
み
の
県
民
手
帳
五
十

年
版
を
今
年
も
刊
行
い
た
し
ま
す
。

こ
の
手
帳
は
情
報
化
時
代
と
い
わ
れ

る
、
今
日
の
要
請
に
こ
た
え
た
も
の

で
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
最
近
の
資
料

を
収
録
し
て
お
り
、
と
く
に
使
い
や
す

く
見
や
す
く
、
編
集
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
よ
き
伴
り
ょ
と
し
て
普

通
版
・
大
型
版
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
ま
た
ハ

ン
ド
バ
ッ
ク
に
ぜ
ひ
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。

一
、
価
額

県
民
手
帳
普
通
版
　
1
8
0
円

大
型
版
　
2
5
0
円

二
、
申
込
先

水
巻
町
役
場
　
企
画
開
発
課

三
、
申
込
期
限
　
9
月
2
5
日

9

月

の

心
配
ご
と
相
談

9
月
の
心
配
ご
と
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
一

、

日

時

　

9

月

1

9

・

2

7

日

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

二
、
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

1
お
　
礼
－

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

！．．．・．坤叫．．山．．・．Ｉｌ叫．．恥．・．叩．叫．恥．・．．伊．1．－鵬．・叫肝．ｌｌ．血．・．¶ｌ叫Ｊ

故
甲
斐
　
節
殿

故
吉
田
虎
苦
殿

故
神
田
辰
蔵
殿

故
楷
五
三
吉
殿

故
頼
永
ヨ
シ
ヱ
殿

故
樺
島
ミ
ヨ
子
殿

故
三
浦
ト
メ
カ
殿

敏
光
井
ト
ヨ
子
殿

・
三
　
　
〓
　
≡
　
　
ミ
　
ニ
　
　
≡

甲
斐
　
尭
殿

大
谷
チ
ヨ
殿

神
田
利
行
殿

棺
ミ
サ
オ
殿

頼
永
喬
助
殿

樺
島
　
修
殿

三
浦
初
義
殿

蠣
　
深
美
殿

〓

　

　

〓

　

　

〓

　

　

〓

　

．

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

次
の
日
程
で
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
来
年
の
地
方

統
一
選
挙
に
先
が
け
て
行
う
も
の
で

住
民
の
皆
さ
ん
は
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
願
い
ま

す
。
も
し
こ
の
名
再
に
名
前
が
な
い

場
合
、
次
回
の
選
挙
の
と
き
に
め
ん

ど
う
な
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

切
で
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
縦
覧
期
間
　
9
月
1
1
日
～
、
1
5
日

二
、
場
所
　
水
巻
町
役
場
住
民
係

ｌい．・ｌｌ．・ＨＩｌ　相．・りＩｌ．日′－り‖ｌｌ川け－．・ｌｌ　りＩ ｌ＝・－

掌
籍

戸
籍
の
届
出

死
亡
届

死
亡
の
届
出
は
、
届
出
義
務
者
が

死
亡
の
事
実
を
知
っ
た
日
か
ら
七
日

以
内
に
診
断
書
又
は
検
案
書
を
添
附

し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

原
則
と
し
て
①
同
居
の
親
族
、
㊥
そ

の
他
の
同
居
者
、
㊥
家
主
、
地
主
又

は
家
屋
も
し
く
は
土
地
の
管
理
人
の

噴
序
で
届
出
義
務
者
と
な
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
届
出
地
は
、

死
亡
者
の
本
籍
地
、
死
亡
地
又
は
届

出
人
の
所
在
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
書
の
通
数
は
、
本
籍
地
に
届
け

る
場
合
は
一
通
、
非
本
籍
地
に
届
け

る
場
合
は
二
通
と
な
っ
て
い
ま
す
。
－

こ
の
他
死
亡
の
手
続
き
に
つ
い
て
・

は
、
失
踪
宣
告
に
よ
り
死
亡
と
み
な

さ
れ
る
場
合
、
自
然
災
害
や
舶
船
の

沈
没
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
場
合
、
そ

の
他
刑
死
、
嶽
死
等
特
殊
な
手
続
き

を
要
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

婚
姻
届

年
齢
要
件
と
し
て
男
は
満
十
八

歳
、
女
は
満
十
六
歳
に
な
ら
な
け
れ

ば
婚
姻
で
き
ま
せ
ん
。
未
成
年
者
が

婚
姻
す
る
場
合
父
母
の
同
意
を
必
要

と
も
ま
す
。
又
、
近
親
婚
の
制
限
、

置
系
姻
族
間
・
養
親
子
関
係
者
間
の

婚
姻
禁
止
（
こ
の
よ
う
な
禁
止
行
為

は
、
親
族
関
係
が
終
了
し
た
後
も
同

様
で
す
）
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
他

ｒ
－
．
、
、
、
．
1
－
、
．
、
、
、
－
－
、
ミ
、
－
1
、
．
、
、
、
1
1
、
、
、
、
、
ｌ
ｌ
，
，
、

女
性
は
、
待
婚
期
間
が
あ
り
前
姫

の
解
消
丈
は
取
消
し
の
日
か
ら
六

ケ
月
を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば

再
婚
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
出
人
は
婚
姻
の
当
事
者
双
方

と
な
っ
て
お
り
、
届
出
の
際
、
成

年
の
証
人
二
人
以
上
が
必
要
で

す
。
又
届
出
地
は
い
ず
れ
か
一
万
の

当
事
者
の
本
籍
地
又
は
所
在
地
と
な

っ
て
い
ま
す
。
所
在
地
と
は
住
所
地

だ
け
で
な
く
居
所
や
一
時
的
滞
在
地

も
含
ま
れ
ま
す
。

届
出
書
の
通
数
は
、
夫
及
び
妻
と

な
る
人
の
本
籍
が
同
一
市
町
村
で
婚

姻
後
も
同
一
場
所
に
本
籍
を
定
め
る

場
合
は
一
通
で
す
が
、
夫
及
び
妾
と

な
る
人
が
別
の
市
町
村
で
、
届
出
地

が
双
方
の
本
籍
地
と
別
の
市
町
村
で

あ
れ
ば
三
通
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
届
出
書
は
関
係
す
る
市

町
村
の
数
だ
け
必
要
で
す
。
又
添
附

書
類
と
し
て
婚
姻
当
事
者
の
戸
籍
謄

本
及
び
抄
本
が
届
出
書
と
同
数
必
要

で
す
。届
出
を
す
る
場
合
婚
姻
後
の
夫
婦

の
底
を
夫
又
は
妾
の
氏
の
い
ず
れ
か

を
決
め
て
届
出
書
に
記
載
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
氏
を
選
択

し
た
方
が
筆
頭
者
と
な
り
、
一
度
氏

を
決
定
す
る
と
途
中
で
変
更
で
き
ま

せ
ん
。と
こ
ろ
で
婚
姻
の
成
立
に
つ
い
て

現
行
の
民
法
で
は
、
「
婚
姻
は
戸
籍

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
こ
れ
を

届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
効
力

を
生
ず
る
。
」
と
規
定
し
て
婚
姻
の

届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
律
上

婚
姻
が
成
立
す
る
も
の
と
し
、
「
届

出
姫
主
義
」
を
と
っ
て
い
ま
す
。

明
治
以
前
の
民
法
で
は
、
「
婚
姻
ハ

証
人
二
人
の
立
会
ヲ
得
テ
慣
習
二
従

ヒ
其
儀
式
ヲ
行
フ
ニ
因
リ
ニ
成
ル
」

と
し
、
更
に
「
婚
姻
ノ
儀
式
ヲ
行
ヒ

タ
ル
ト
キ
ハ
双
方
ヨ
リ
十
日
以
内
二

身
分
取
扱
吏
二
其
届
出
ヲ
為
ス
可
シ

」
と
定
め
て
い
て
、
婚
姻
に
つ
い
て

は
慣
習
上
の
儀
式
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
成
立
す
る
「
儀
式
婚
主
義
」
を

と
り
、
戸
籍
の
届
出
は
単
に
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る

考
え
方
で
し
た
。
し
か
し
婚
姻
は
第

三
者
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
が
重
大
で

す
の
で
現
行
法
で
は
、
婚
姻
成
立
の

時
期
が
明
確
に
な
る
届
出
婚
主
義
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
別
名
「

法
律
婚
主
義
」
と
も
呼
ば
れ
る
の
で

す
が
、
婚
姻
は
単
な
る
私
事
で
は
な

く
国
家
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
男
女

の
結
合
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
婚
姻
は
国
の
承
認
に
よ
り
初
め
て

法
の
保
護
を
受
け
る
の
で
あ
っ
て
、

単
な
る
男
女
の
性
関
係
に
も
と
ず
く

結
合
と
異
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に

婚
姻
に
つ
い
て
の
法
制
的
沿
革
か
ら

み
て
も
、
儀
式
と
届
出
が
一
致
す
る

の
が
望
ま
し
い
の
で
あ
っ
て
、
結
婚

式
の
日
に
届
出
の
手
続
き
を
済
ま
せ

る
の
が
理
想
的
と
患
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
式
を
挙
げ
ら
れ
る
万
た
ち
に

は
、
こ
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
を
お
す

す
め
い
た
し
ま
す
。

次
回
は
離
婚
届
か
ら

〆
成
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☆
警
察
官
試
験

一
、
採
用
予
定
人
員
　
約
1
8
0
名

二
、
受
験
貿
格
　
昭
和
2
2
年
4
月
2
日

か
ら
3
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子

三
、
試
験
期
日
と
試
験
地

の
第
一
次
試
験
　
1
0
月
2
7
日
8
時
3
0

分
～
1
7
時
　
北
九
州
市
小
倉
北
区
自
明

小
倉
高
等
学
校

は
第
二
次
試
験
　
1
1
月
中
旬
福
岡

市四
、
受
付
期
間
　
9
月
1
7
日
～
1
0
月
1
7

日
五
、
申
込
用
紙
の
請
求
及
び
申
込
先

・
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
ノ
一
∠

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
験
係
（
電

0

9

2

°

7

4

1

°

2

2

3

1

°

福
岡
県
下
の
各
警
賢
者

☆
行
政
書
士
試
験

一
、
受
験
貿
格

の
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
こ

れ
と
同
等
の
学
力
を
有
す
る
者

⑧
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員

と
し
て
行
政
事
務
を
担
当
し
た
期
間
が

三
年
以
上
に
な
る
者

⑳
行
政
書
士
の
補
助
者
と
し
て
、
そ

の
事
務
を
行
っ
た
期
間
が
四
年
以
上
の

者二
、
試
験

の
試
験
は
筆
記
試
験
と
し
、
試
験
科

目
は
次
の
と
お
り

①
行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
必
要
な

璧
雪
⑧
一
般
常
識
、
⑧
作
文

㊥
日
時
と
場
所

1
1
月
1
3
日
1
3
時
～
1
6
時
、
桶
岡
市
中

央
区
福
堅
丁
目
二
、
西
日
本
短
期
大

学三
、
受
験
手
続
き

①
申
込
方
法
　
受
験
願
書
（
県
地
方

課
）
で
交
付
）
一
部
、
写
真
、
受
験
手

数
料
千
円
（
県
領
収
証
紙
で
納
入
の
こ

と
）
、
履
歴
書
、
受
験
資
格
を
有
す
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
画
を
添
え
て
県
総

務
部
地
方
課
に
提
出
の
こ
と

四
、
受
付
期
間
　
1
0
月
2
日
～
2
1
日

く
わ
し
く
は
県
地
方
課
（
電
0
9
2

・
7
5
1
・
1
7
1
6
）
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

☆
郵
政
職
員
試
験

一
、
揮
用
人
貝
（
男
子
の
み
）

九
州
丙
務
職
）
　
若
干
名

（
外
務
職
）
　
約
5
0
0
名

東
京
（
外
務
職
）
　
約
3
0
0
名

京
阪
神
（
外
務
職
）
約
2
0
0
名

名
古
屋
（
外
務
職
）
約
1
0
0
名

二
、
受
験
資
格

九
州
地
区
　
昭
和
2
4
年
4
月
2
日
か

ら
3
2
年
4
月
1
日
生
の
男
子

東
京
・
名
古
屋
地
区
（
外
務
職
の

み
）
昭
和
1
4
年
4
月
2
日
か
ら
3
4
年
4

月
1
日
生
の
男
子

京
阪
神
地
区
（
外
務
聯
の
み
）
　
昭

和
2
0
年
4
月
2
日
か
ら
3
4
年
4
月
1
日

生
の
男
子

三
、
試
験
日
・
試
験
地

・
第
一
次
試
験

試
験
日
　
1
0
月
1
3
日

試
験
地
　
熊
本
市
他
2
8
ヶ
所

試
験
種
目
　
教
義
及
び
作
文
試
験

・
第
二
次
試
験

試
験
日
　
1
1
月
上
旬

試
験
種
目
　
面
接
及
び
通
性
検
査

身
体
検
査

四
、
申
込
受
付
期
間

9

月

1

0

日

～

9

月

2

5

日

受
験
希
望
者
は
、
9
月
1
0
日
以
降
も

よ
り
の
郵
便
局
ま
で
申
込
書
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

食
品
衛
生
責

任
者
講
習
会

ニ
危
険
物
取
扱
者
講
習
会
ニ

一
、
受
講
対
象
者

①
危
険
物
故
扱
者
免
状
の
交
付
を
受

け
て
か
ら
四
年
以
上
経
過
し
て
い
る
者

㊥
、
①
以
外
の
危
険
物
販
扱
者
で
個

人
の
意
志
又
は
事
業
所
等
の
防
火
管
理

の
上
か
ら
受
講
を
希
望
す
る
者

二
、
講
習
期
間
と
場
所

1
0
月
7
日
（
小
倉
北
区
、
九
州
歯
科

大
学1
0
月
8
日
（
九
州
歯
科
大
学
）

1
0
月
9
日
（
九
州
歯
科
大
学
）

1
0
月
1
4
日
（
飯
塚
市
西
町
、
飯
塚
文

化
セ
ン
タ
ー
）

1
0
月
1
5
日
（
飯
塚
文
化
セ
ン
タ
ー
）

受
付
暗
闇
　
9
時
～
1
0
時

講
習
時
間
　
1
0
時
～
1
6
時

一
二
、
受
講
手
続

①
受
付
期
間
　
9
月
1
0
日
～
2
1
日

㊥
受
付
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

㊦
受
講
手
数
料
　
8
0
0
円
（
福
岡

県
領
収
証
紙
）

く
わ
し
く
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課

（

電

0

9

3

2

9

・

3

．

1

2

3

1
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

防
火
管
理
者

講
　
習
　
会

高
血
圧
教
室
′

一
、
日
時
　
9
月
1
8
日
　
1
3
時
～
1
6
時

二
、
場
所
　
町
民
全
館
日
本
間

三
、
対
象
者
一
般
成
人
の
方

四
、
講
演
　
脳
卒
中
予
防
と
脳
卒
甲
に

よ
る
片
マ
ヒ
愚
者
の
機
能
快
復
訓
練

に
つ
い
て

□
　
発
行
人

講
師
　
九
州
労
災
病
院
（
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
）
　
三
好
正
堂
氏

母
子
保
健
相
談

一
、
目
時
　
9
月
2
0
日
　
1
0
時
～
1
2
時

二
、
場
所
　
吉
田
団
地
公
民
館

三
、
内
容
　
育
児
指
導
、
身
長
、
体
重

測
定
、
家
族
計
画
相
談
（
薬
品
・
器

員
も
若
干
準
備
し
て
い
ま
す
。
）

母
親
学
級

一
、
日
時
　
9
月
3
0
日
　
1
3
時
3
0
分
～

1
5
個
3
0
分

二
、
．
場
所
　
役
場
別
館

三
、
内
容
　
妊
婦
の
健
康
相
談
指
導
及

び
家
族
計
画
指
導

一

、

日

時

　

1

1

月

1

8

・

1

9

日

　

9

時

～

1
6
時

二
、
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
講
堂

三
、
受
講
対
象
者
防
火
管
理
者
を
必

要
と
す
る
事
業
所
の
関
係
者
又
は
業

務
上
防
火
管
理
知
識
を
必
要
と
す
る

人
（
定
員
9
0
名
）

四
、
申
込
み
　
1
0
月
7
日
か
ら
1
0
月
1
2

日
ま
で
に
、
申
込
書
と
写
真
及
び
テ

キ
ス
ト
代
金
1
2
0
0
円
を
添
え
て

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
へ
。

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、

飲
食
店
及
び
食
品
製
造
業
で
は
責
任
者

を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

遠
賀
保
健
所
で
は
、
ま
だ
受
講
さ
れ

て
い
な
い
方
、
及
び
新
規
開
設
者
の
た

め
に
次
の
日
程
で
講
習
会
を
開
き
ま
す

の
で
必
ず
受
講
さ
れ
ま
す
よ
う
お
輝
い

い
た
し
ま
す
。

一
、
日
時
　
9
月
1
7
日
　
1
0
時
～
1
7
時

二
、
会
場
　
水
巻
町
遠
賀
信
用
金
庫
本

店
　
三
階
会
議
室

三
、
受
講
料
　
1
5
0
0
円
（
た
だ
し

テ
キ
ス
ト
、
表
札
代
を
含
む
）

当
日
は
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
に
つ
い
て
の
お

た
ず
ね
は
保
健
所
へ
。

ろ
う
あ
の
方
の

日
曜
教
室
を
開
講

県
は
、
次
の
日
程
で
一
殴
ろ
う
あ
者

の
日
曜
教
室
を
開
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
く

う
え
で
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
が
ち
な

ろ
う
あ
の
方
の
た
め
に
、
意
見
を
交
換

し
生
活
に
必
要
な
知
識
を
吸
収
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
研
修
の
場
を
設
け

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
9
月
2
2
日
ま
で

に
役
場
民
生
孫
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
開
催
日
　
1
0
月
1
3
日
～
5
0
年
3
月

3
0
日
（
毎
週
日
曜
日
）
1
3
時
～
1
7
時

二
、
会
場
　
飯
塚
市
公
会
堂

水道修理の申込みは
水巻町管工事組合へ

「電話601－3333」

町内の水道修理は「管工事組合」で行ないます。
各家庭で水道修理をしなければならないとき直接
「管工事組合」にお電話を－。

日　曜　在　宅　医

9月15日　渡辺医院　外　　科　頃末　691・2616

22日　楠本医院　内・児科　大膳橋691・0385

29日　坂口医院　婦人科　頃末　691・294－3
10月6日　前原医院　内・児科　樋口　691・0553

診療時間は9時－17時。原則として往診はしません。

水
針
長
伊
藤
衛
門
Ｌ
ｒ
編
集
水
巻
町
住
民
相
談
室
（
芸
6
0
1
∴
汁
）

ロ
　
印
　
刷
　
冷
　
牢
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


